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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は線維芽細胞増殖因子受容体（FGFR）ファミリーのメンバーをコードしており、そのアミノ酸配列はメンバー間および異なる種間で高度に保存されています。FGFRファミリーのメンバーは、リガンド親和性と組織分布において互いに異なります。全長の代表的なタンパク質は、3つの免疫グロブリン様ドメイン、1つの疎水性膜貫通セグメント、および細胞質チロシンキナーゼドメインからなる細胞外領域で構成されます。このタンパク質の細胞外部分は線維芽細胞増殖因子と相互作用し、下流シグナルのカスケードを開始させ、最終的に有糸分裂誘発と分化に影響を与えます。この特定のファミリーメンバーは、酸性および塩基性線維芽細胞成長ホルモンに結合し、骨の発達と維持に役割を果たします。この遺伝子の変異は、頭蓋縫合早期癒合症および様々な骨格異常を引き起こす：ATP + a [protein]-L-チロシン = ADP + a [protein]-L-チロシンリン酸。,疾患：FGFR3に関連する染色体異常は、多発性骨髄腫（MM）の原因となる可能性がある[MIM:254500]。IgH遺伝子座との転座t(4;14)(p16.3;q32.3)。,疾患：FGFR3の欠陥は膀胱癌の原因となる[MIM:109800]。体細胞変異はFGFR3を恒常的に活性化する可能性がある。
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;エンドサイトーシス;アクチンと細胞骨格を制御;がんにおける経路;膀胱がん;
	画像データ
	

	FGFR3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	FGFR3抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したFGFR-3ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

